
社  会
I 教科、種 目の観′点
資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領(平成29年 3月 )に示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自

の観点を定めた。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、道切に配慮されているか。

k基本的な知識 ,技能を確実に習得することができるよう工夫されているか。

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育成することができるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度を身に付けることができるよう工夫されているか。

地理的分野
ア 社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせることができるよう工夫されているか。

イ 既習事項を基に、生徒自身が設定した学習課題によつて学びを深めることができるよう工夫されているか。

ウ 我が国の国上に対する愛情や、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとする態度を養うことができるよう工夫されているか。

歴史的分野      |
ア 社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせることができるよう工夫されているか。

イ 既習事項を基に、生徒自身が設定した学習課題によつて学びを深めることができるよう工夫されているか。

ウ 我が国の歴史に対する愛情や、国際協調の精神を養うことができるよう工夫されているか。

公民的分野
ア 現代社会の見方・考え方を働かせることができるよう工夫されているか。
イ 既習事項を基に、生徒自身が設定した学習課題によつて学びを深めることができるよう工夫されているか。
ウ 国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国の主権を尊重し、各国民と協力し合うことについて自覚を深めることができるよう工夫されている

か 。

章は、分かりやすく、質・量ともに適切な記述となっているか。

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成とな
っているか。

と長崎の伝統・文化や歴史く自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

(5)

(6)

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

(1)

(2)

(3)

(4)

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバーサルデザイン)等の観点からの表記・表現や体裁の特長

通
点
共
観

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、確かな学力の育成を図る上での特長

通
点
共
観

教科

独 自

観点

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨・内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

通
点
共
観

Ⅱ 選定資料利用上の留意点
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとに、特に目立った事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、道正な採択のための資料とすること。
3前記の観点と次表の観点、具体項目とは、対応させて読み取ること。
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Ⅲ 社会

キリシタン関連遺産の地図が示さ

れている。
・鎖国下の 日本について、長崎港の

絵に解説が付されているほか、
人屋敷と出島の生活が分かる絵
掲載されている。
・原爆について、投下後の長崎の
の写真が掲載されている。|

のでは、

1920年代の日本経済や第 1回衆議
院議員選挙などを取り上げ、政治
と経済を関連させることで、社会
や国家の様々な課題に関心をも
ち、積極的に解決 しようとする
度を育むことができるよう配慮さ
れている。

で 、へ の 」 のロ ー

山 川

「核を巡る世界の動き」では、長
崎への原爆投下について記載 され
てお り、平和について理解を深め

ることができる内容 となつてい

る。

のの

図に、長崎、平戸ャロ之津が

されている。
島原・天草一撲について、天革四
郎の絵とともに、詳しい解説が示
されている。、
鎖国下の日本について、出島の内
部や唐人屋敷、朝鮮通信使や倭
の絵が取り上げられている。

のの ヨー ロ ッ

ジで、出島や長崎くんち、五島列
島の教会群、代表的な産物として
はまちやみかんがイラス トで紹介
されている。

」 の

では、様々な分野で活躍している
人の紹介やインタビュー記事を
載することで、社会の形成と発
に主体的に参画する態度を育むこ
とができるよう配慮されていると

ペ の

なつた都市に焦点をあて、地域の

歴史を取り上げることで、我が国
の歴史や文化に対す る理解 を
め、郷上の歴史を深く学ぼうと
る意欲を高めることができるよう
配慮されている。

の」 で

帝 国

点を示すことで、主体的に社会の

形成に参画する態度を養 うことが
できるよう配慮されている。

面で 「私たち との関わ り」 を

け、地方の課題 と自分たちの生

とのつながりに目を向けさせ る

の日 のの

遺産である大浦天主堂が紹介 さ
れ、信教の自由について、歴史的
側面から考察し、理解を深めるこ
とができるよう構成されている。

」では、つ て ろ

たちにつながる歴史の例として取
り上げられている。
天正遣欧使節について、使節の

路や現地での様子が取 り上げら
ている。
長崎の貿易の様子について、唐
屋敷やオランダ商館の絵 ととも
に、中国とオラングを比較する
で示している。

の

は、九十九島、世界遺産を紹介し
た特集では、長崎 と天草地方の

伏キ

'シ
タン関連遺産、さまざま

な自然災害では、雲仙普賢岳の

火が紹介されている。

か 日

国家の成立の過程や、女性 の

権、一撲について取 り上げること
で、人権思想や社会の課題に目を
向け、社会の形成に積極的に参画
し、解決を図ろうとする態度を育
むことができるよう配慮されてい

る。

ので 、 ヨ ー ロ ッノ

ページでは、学習 した内容を
に、資料から課題を読み解くこと
で、課題解決に向けて主体的に
り組み、社会に参画する態度を高
めることができるよう配慮されて
いる。

よう」の

課題について紹介することで、

「現代 日本の課題を考えよう」
設け、公害・多文化共生・防災な
ど持続可能な社会の実現のための

徒自身が社会を形成する市民の一

人であるという自覚を高めること
ができるよう配慮されている。

との 」 の

宗教に関するページでは、長崎
大浦地区にある寺社、教会が
る「いのりの三角ゾーン」の
が紹介されている。

ののの

てつはう」が写真で取 り上げら
れている。
孫文を支援 した梅屋庄吉につ▼
て、映画の発展への貢献も併せて

取り上げられている。
軍艦 島について、 日本 のエネル
ギーの変遷のコーナーで取 り上

られている。

ので フEつつ

ページでは、中学生が社会参画し
ている事例を取 り上げることで、
具体例を通して、主体的に社会参
画する意欲を高めることができる
よう配慮されている。

」 の

雲仙岳の記載がある。また、
ページ「もつと地理」では、離島
が多い長崎県で活躍するドクター
ヘ )を活用した医療活動が紹介さ
れている。

山 の」 で は、

数多く掲載し、読み取らせたり、
考えさせたりすることで、我が国
と郷土の歴史や伝統文化に姑する
理解を深め、それらを大切にしよ

うとする心情や態度を養 うことが
できるよう配慮されている。

設けることで、身近な地域の

や課題に関心をもち、社会参画の

学習内容と身近な地域で見られる
事象とを関連付けて考える活動を

意欲を高めることができるよう
慮されている。

の日 の」では、
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Ⅲ 社会

・ 軍月鮮通信便について、対馬番の儒

学者・雨森芳洲が取 り上げられて
いる。
・長崎での交易について、 「蘭館絵

図」が取り上げられている。
・原水禁運動 とのかかわ りから「高

校生一万人署名活動」について紹

介されている。

章末の I第 ○章 をふ りかえる」
で、時代の特徴を他の時代 と比較
した り大観 してまとめた りして、

時代の特徴や当時の人々の暮 らし

について議論 させることで、柔軟
な発想力や創造性を育むことがで

きるよう配慮されている。

学び舎

「身近な祭 りを調べてみよう」に

おいて、 日本各地の有名な祭 りの
二つ として、 「長崎くんち」が地

図上に紹介されていると

・ 浦上天主堂が、世界の宗教 と原爆

投下後の様子の 2か所で取 り上げ
られている。
・元軍の進路の地図中には、対馬 と

壱岐が記されている。
・兄代の章のはじめには、佐世保で

建造された当時世界一のタンカー

ロ章丸の写真が取 り上げられてい

る。

・各章の導入 「入 り日」において、
その章で学ぶ内容に関する課題に

取り組むことで、社会や国家の諸
課題を認識 し、自ら主体的に社会
の形成に参画する意欲を高めるこ
とができるよう配慮されている。

`国家、社会、文化の発展などに尽
くした歴史上の人物について取 り
上げ、その人物を通して当時の社
会を考えさせることで、我が国と

郷上の歴史や伝統文化に対する理

解を多面的・多角的に深めること
ができるよう配慮されている。

育鵬社

・巻頭の「歴史を学ぶとは」で、歴
史を学ぶことの意義や 日本の歴史
の伝統を提えさせることで、我が

国の伝統・文化や自然を誇 りに思
うとともに、その形成と発展に主

体的に参画する意欲を高めること
ができるよう配慮されている。

・各単元のまとめの F学習の発展」
において、学んだ内容に関連する
社会が抱える課題を示すことで、
持続可能な社会の形成や国際社会
の発展に主体的に参画する態度を
育むことができるよう配慮されて
いる。   ・

自由社

議が取り上げられ、核廃絶へ向け
た取組が紹介されている。

諫早豪雨と長崎大水害が紹介さ
ている。

」 のの日 日

本を襲つた主な自然災害として、
の

で、長崎市で開かれた平和首

では、

として取り上げられている。
・梅屋庄吉について、コラムにおい
て国際交流の視点で取り上げられ
ている。

島やオラング商館の宴会、交易の

様子が取り上げられている。
日本の近代産業発祥の地として、

産」が取り上げられている。
「二つの世界大戦と日本」の
で、「焼き場に立つ少年」の

:アEのついて、

と解説文が取り上げられている。

の

長崎市の「明治 日本の産業革命

軍船の写真が取 り上げられてい

版印刷について、本木昌造が
印刷技術の基礎をつくつた

の 出°
フ E

の

る
。活

代

I明 日にむかつて一私たちの地頼
参画―」では、身近な地域の課題
を考える活動や将来について考え
る活動を設けることで、社会参画
への意欲を高めることができるよ

う配慮されている。

「九州地方」では、 I自 然環境を
テーマに」 とい う学習の関連資料
として、大型客船を建造する長崎
市の造船所の写真が掲載 されてい

る。

・巻末の I歴史との対話を未来に生
かす」で、災害、政治参加、世界
平和の視点ごとに、先人の取組を

踏まえて現代の課題を考えること
で、社会の諸課題を自分事として

捉え、積極的に解決しようとする
態度を育むことができるよう配慮
されている。

日 文
「日本の諸地域」の学習のまとめ

とこ「アクティビティ」を設け、環

境保全・地域活性化・防災など、
各地方の課題への取組を提示する
ことで、生徒たちが住む地域の課

題に目を向けさせ、社会参画の意
欲を高めることができるよう配慮
されている。
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Ⅲ
社会

めで、社会的事象を比較 した り、

関連を見いだしたりすることで、
思考力、判断力、表現力等を育成

することができるよう工夫されて
Vヽる。

ア ンステ ッ の

で 、テーマ設 定、文献調査 、
フィール ドワーク、レポー ト及
スライ ド作成等の手順を詳細に

、調べまとめる技能を習
とができるよう工夫さ

フE

で

＞
」

。

と

る

る

こ
す

い

す
得

て

け、ロールプ レーイング、ディ
ベー ト、K」法を実践事例 と共に紹
介することで、知識・技能を活用
し、思考力、判断力、表現力等を

育成することができるよう工夫さ

れている。.

ム」 の コみ

明する場を設定することで

る。

る

ヤ

す

て

成

れ

育
さ

を

夫

等

工

カ

,

現
よ

表

るき

力

で

断判
がと

力

の の

関する内容を説明する場面を設
することで、学習で得た知識・

能を活用し、思考力、判断力、
現力等を育成することができるよ

う工夫されている。

」 でし

は

る
的

る

る

、学習した語句や内容を確認
問題を設定することで、基
・基本的な知識・技能を習得す
ことができるよう工夫されてい

」 の

み取 り方や地図やグラフの読み

り方、地域調査で役立つ地形図の

使い方などを示す
学習に必要な調べ

習得することがで
れている。

、地理の

る技能を
う工夫さ

の

で

め

よ

と

と

る

こ
ま

き

」では、

などの手順を具体的に示す こと
で、調べまとめる技能を習得する
ことができるよう工夫 されてい

る。

テエマを設定し、情報収集・

の読み取り・ レポー ト作成・

々て」

帝 国

図で確認したりすることで、
力、判断力、表現力等を育成する
ことができるよ う工夫 されてい

る。

1この

ジでは、既習事項を基に、自身の

考えをまとめた り、発表や討論
行つた りすることで、思考力、
断力、表現力等を育成することが
できるよう工夫されている。

で 」 の

は、表や地図などの資料を参
に、考えを述べる場面を設けるこ

とで、思考力、判断力、表現力等
を育成することができるよう工
されている。

」

表現」では、学習内容の定着度を
確認するための問題を提示するこ
とで、基礎的・基本的な知識・技
能を習得することができるよう

夫されている。

りのの の

「学習課題」 「時代スケール」の

掲示、またく毎時間ごとに学習を
振 り返る「確認」と学習内容を
明する「表現」を示すことで、
礎的・基本的な知識・技能を習
することができるよう工夫されて
ヤヽる。

の タイ トル」

教 出

み取 り方を確認 させるとともに、
「地理の技」 「地域調査の手引
き」を設定することで、調べまと

める技能を習得することができる

よう工夫されている。

で学習した地図やグラフの読
」 でロ ーの

ナーを設け、グループでの封話的
な活動ができるよう配慮するとと

もに、多様 な思考 ツール を用い

て、学習内容を考察する
思考力、判断力、表現力
することができるよう工
いる。

」 の コーで ャ レ ン

で
育

れ

と
を
さ

こ
等
夫

整理する場を設定し
なでチャレンジ」で「話し合い」
の場を設定した りすることで、
考力、判断力、表現力等を育
ることができるよう工夫 されてヤ

る。

の

りて 「みん
の

る」、章末の「資料から発見」を
設け、知識・技能を活用 して、
えを述べる場面を多く設定するこ
とで、思考力、判断力、表現力
を育成することができるよう
されている。

」

は、用語の解説や事象の関連性を
図式化して示すことで、基礎的・

基本的な知識・技能の定着を図る
ことができるよう工夫 されてヤ

る。

の

「チエンク」 と、要約や説明を

う言語活動の 「トライ」、巻末の
「用語解説」で、重要な用語を
説 して示すことで、基礎的・

的な知識を習得することができる
よう工夫されている。

のし

「集める」 「読み取る」 「まと

る」の側面から、図、グラフの

み取 り方や統計資料の使い方な

を示すことで、地理の学習に必
な調べまとめる技能を習得する
とができるよう工夫されている。

め

」 でスキル・ ア ッ
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Ⅲ 社会

「学習のまとめ」 とい う項 目を設
定し、学習課題を文章にまとめた
り、発表 した りする活動を促すこ

とで、思考力、判断力、表現力等
を育成することができるよう工夫
されている。

I歴史を体験する」で、絵画イ資料
の読み取 りやフィール ドワーク、
糸紡ぎ体験、聞き取 り調査など、

手順を具体的に示すことで、調査

活動の技能を習得することができ
るよう工夫されている。

学び舎

「歴史ズームイン」では、豊富な

資料から生徒に問いかける課題を

設定し、追究させることで、思考
力、判断力、表現力等を育成する
ことがで きるよ う工夫 されてい

る。

Iス キルアンプ」のコーナーを設
け、ロールプレイングやディベー

トなど他者と議論する方法や意見
の整理の仕方などを紹介すること
で、思考力、判断力、表現力等を
育成することができるよう工夫さ
れている。

・ 章の初めの 「鳥の目で見る○○」
「虫の目で見るOO」 の項 目で、
わが国の歴史の流れを把握 しやす

くす るとともに、 「学習のま と
め」に、年表、地図、グラフなど

を用いた問題を多 く配置 し、基礎
的・基本的な知識・技能を習得す
ることができるよう工夫 されてい

る。

・各章末の「学習のまとめ」では、
チェック方式によつて重要語句の

確認を促すコーナーを設けること
で、基礎的・基本的な知識・技能
を習得することができるよう工夫
されている。

育鵬社

「やつてみよう」のコーナーや
「アクティブに深めよう」のペー
ジを設け、自分の考えや意見をま
とめ、表現する活動を行 うこと
で、思考力、判断力、表現力等を
育成することができるよう工夫さ
れている。       '

・章末に、 1歴史用語ミニ辞典」の
作成を設定したり、時代の特色を
封話形式で掲載 した りすること
で、思考力、判断力、表現力等を
育成することができるよう工夫さ
れているも

Iこ こがボイン ト」で各単元の要
点を簡潔にま とめるとともにヽ
「学習のま とめ」で 「3つ の問
題」を設定することで基礎的・基
本的な知識・技能を習得すること
ができるよう工夫されている。

・草末の I復習問題のベージ」で、
重要語句の意味を確認 した り、歴

史的事象に関係する場所を地図上

に示 した りすることで、基礎的・

基本的な知識を習得することがで

きるように工夫されている。

自由社

「アクティビティ」のコィナーで
は、現代社会の見方・考え方を働
かせて考察する問いを設けること
で、課題解決的な学習を促 し、思
考力、判断力、表現力等を育成す
ることができるよう工夫 されてい

る。

ン
み
す

ヽ
判
が

レ
読

り

で

ヽ
と

ヤ
を
た
と
力

こ

テーマごとに取 り組む Iチ

ジ地理」では、表やグラフ
取つて、まとめたり表現し
るための課題を設定するこ
知識・技能を活用して思考
断力、表現力等を育成する
できるよう工夫されている。

・畢元の最後に I学習の整理 と活
用」を設け、構造的な年表や表に
まとめることで、思考力、判断
力、表現力等を育成することがで
きるよう工夫されている。

。本 文 見 開 き ご とに I確 認 コー
ナー」を設けることで、学習の終
わりに基礎的・基本的な知識・技
能の定着をねらいとした学習を行
うことができるよう工夫 されてい

る。

・ 本文では、基本用語 を平易な語句

で分か りやす く説明す るととも
に、編末の「学習の整理と活用」
において、既習の歴史的事象を年
表や地図を用いて確認すること
で、基礎的・基本的な知識を習得
することができるよう工夫されて
いる。

日 文
「スキル UP」 では、地図、統計
資料、写真の活用の仕方などを解
説 した り、問いや活動を促 した り

することで、調べまとめる技能を

習得することができるよう工夫 さ
れている。       、
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理
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理
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社会

学習のはじめに、間いを示して写
習課題を意識させ、学習の終わり
に、学習をまとめたり、学びを深
めたりする課題に取 り組ませる流
れで構成することで、見通 しを
もつて主体的に学習に取り組むこ
とができるよう工夫されている。

山 )||

1~子習課題」 I確認 しよう」 1説

明しよう」のマークが付けられ、
それぞれに具体的な課題や問いを
示すことで、主体的に学習に取 り
組むことができるよう工夫 されて
いる。

帝  国

り

を

ヽ
こ

た

置

で
む

。

わ
位
と
組
お

の
地
る
が
で

丁
や
べ
徒
が

域
州
調
生
と

I世界の諸地域」 と I日 本の話地

・ 各章はじめの Iタイム トラベル」
で、 イ前の時代と比べて特色を考
えよう」を提示し、歴史のつなが
りや、それぞれの時代の特色につ
いて、既習事項と関連付けること
で、課題意識をもつて学習に取 り
組むことができるよう工夫されて
いる。

の
な

示
に
さ

Ｊ
フ
を
習
夫

う
ラ
方
学

工

I歴史の技」 I読 み解 こ
コーナーでは、主題図やグ
ど、様々な資料の読み取り
すことで、生徒が主体的に
取 り組むことができるよう
れている。

・導入了資料 I L00K」 や、題材名の下
に「学習課題」を示すことで、生

徒が見通 しをもつて学習を進める
ことができるよ う工夫 されてい
る。

教  出
「地理の窓」を適宜設け、学習内
容に関連 したコラムを紹介するこ
とで、社会的事象への興味・関心
を高め、生徒が主体的に学習に取
り組むことができるよう工夫 され
ている。

・ 見開き 2ページを、 「導入資料」
「学習課題」、学習 を振 り返 る
「チエック&ト ライ」の流れで構
成することで、見通 しをもつた学
習活動ができるよう工夫 されてい
る。

章のはじめに、時代を表す資料と
探求課題 を示す とともに、章未
に、基礎・基本のまとめを設定す
ることで、課題解決的な学習を行
うことができるよう工夫されてい
る。

東 書
を
話
と
を
り
て

一
た
こ
心
取
れ

ナ
し
る
関
に
さ

「地理にアクセス」のコー

適宜設け、学習内容に関連
題や写真、図などを提示す
で、地理的事象への興味・

高め、生徒が主体的に学習
組むことができるよう工夫
いる。
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Ⅲ 社会

を
も
調
と
組

い

・ 各項目のタイ トルを
引き出すような表現
に、「歴史を体験す
べるテーマや体験の

生徒の疑聞
にするとと

る」では、
例を示すこ

学習に取 り
ことができるようI夫されて
で
む
る

、生徒が主体的に

学び舎

ン
」
　
ヽ
＞
」

鴨
龍
鰤
吼

「やつてみよう」のコーナーで
は、本文の学習に関連した課題解
決的な学習課題を段
学習を振 り返るとと
課題に主体的に取り
きるよう工夫されてV

とで、
発展的
とがで

章の終わりの「歴史のターニング
ポイン ト」では、一つの歴史的事
象に焦点をあてて課題 と資料を示
すことで、関心や意欲を喚起する
ことができるよう工夫 されてい

る3

育鵬社

「ミニ知識」のコーナーで、生徒
の興味・関心を高める内容を多く
示すことで、生徒が主体的に調べ

学習などに取り組むことができる
よう工夫されている。

・単元末の「チャレンジュでは、発
展的な課題を示すことで、学びを
深める新たな視点に気付かせ、主
体的に学習に取り組むことができ
るよう工夫されている。

自由社

|ア クアイビテイ」では、学習の

流れをスモールステ ップで示す こ

とで、時代の特色を生徒が主体的
に捉えることができるよう工夫さ
れている。

現代社会の課題を考える「チャレ
ンジ公民」のコとナーを設け、生

徒が身近に感 じる課題を提示 し、
その解決を図ることで、主体的な
学習を促すよう工夫されている。

・ 「トライ」 「深めよう」のコー

ナーを適宜設け、学習内容に関連
した問いや活動を提示すること
で、社会的事象今の関心を高め、
生徒が主体的に学習に取 り組む こ
とができるよう工夫されている。

口 文
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理
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社会

を深めることができるよう工夫さ
ている。

することで、様々な視点から我が国
や国際社会への理解を深め、多様な
生活文化を尊重しようとする態度を

で「持続可能な社会に向け
う」を設け、各州の課題と
の問題 との関連について示すこと
で、世界各地の多様な社会への

「未来へ向けて」では、持続可能な

社会を実現す るための取組を、

境、防災、共生の視点に分け

養 うことができるよう工夫されてヤ

て考えよ

る

「地理的な見方・考え方を働かせて

説明しよう」を設け、グルー

見を交換す る場面を設定す ること
で、学びを深めることができるよう
工夫されている。

「身近な地域の調査」では、テ
の設定、調査の方法、表現の仕方

実際の写真やポスターを参考に、生

徒自身の課題解決を促すことで、
びを深めることができるよう工夫さ
れている。

事例を挙げて説明するとともに、

図や本文、図などで位置や分布
したり、写真を比較させたりするこ
とで、地理的な見方・考え方を働
せることができるよう工夫されてい

る。

いで「特定の産物に頼る経済が、
域にどのような影響を与えている
か」と提示することで、地域に見ら
れる課題を多面的・多角的に
ることができるよう工夫 されてヤ

。「アフリカ州」の学習では、節の問

ついて

る

帝  国

学習テーマだけでなく、県境 。

口・食料問題など各州と持続可能な
開発目標とのかかわりについて

示することで、国際社会への理解を
深めることができるよう工夫されて
ヤヽる。

「世界の諸地域」の各州に設けら
た「地域から世界を考えよう」の
で、文化の多様性や紛争、
に関する内容を掲載するこ
界の諸地域八の理解を深め、多様な
生活文化を尊重しようとする態度を
養うことができるよう工夫されてい

る。

とで、

の

は、「表現しよう」とともに「

を交換しよう」を設け、グループ
議論する場面を設定することで、段
階的に学びを深めることができるよ
う工夫されている。

・特集ページ「地域から世界を考えよ
う」「現代日本の課題を考えよう」
では、様々な分野における取組を
り、調べ、考え、表現する活動を
定することで、学びを深めること
できるよう工夫されている。

の の

教 出

の視点をキャラクターの吹き出しを

用いて提示することで、地理的な
方・考え方を働かせることができる
よう工夫されている。     ・

「オセアニア州」の学習では、学習
テーマを「なぜ他地域との関係が強
まったか」とすることで、摩史的背
景と人々の生活について考察するこ
とができるよう工夫されている。

」 で

に、各州の課題と持続可能な開発目
標を結び付けて提示することで、国
際貢献の大切さや国際社会への理解
を深めることができるよう工夫さ
ている。

「日本の諸地域」の学習で、我が
の歴史の中で形作られてきた人々の

暮らしや、伝統産業、郷土料理な
を取り扱うことで、我が国の
文化に対する理解と愛情を深めるこ
とができるよう工夫されている。

の」 のの

ジ」では、既習事項と関連し
を設定することで、お互いの意見
交換しながら学習活動を行う場面
設け、学びを深めることができるよ
う工夫されている。

・ 各章末では「探求のステンプ」
け、既習事項を基に人々の生活の

徴や違ぃを考え、表現する場面
定することで、学びを深めることが
できるよう工夫されている。

み で ャ レの

東 書

る「見方・考え方」を明示し、内容
に応じた写真の比較や図表ヘ

等を行 う場面を設けることで、
的な見方・考え方を働かせることが
できるよう工夫されている。

で、多様な人たが暮らす中で発展し
た産業や文化の地域的特色について
考察することができるよう工夫さ
ている。

「北アメリカ州」の学習では、
課題のテーマを「移民」とするこ と

の

れす諸
てる地我
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Ⅲ 社会

育鵬社自由社

域」の学習を基に、持続可能な開発
目標が達成されているかどうかを判
断させる活動を設定することで、
際社会や国際貢献の大切さへの

を深めることができるよう工夫さ
ている。

「自由研究」や「地理+α 」でアフ
リカの紛争や沖縄戦、広島への原子
爆弾の投下などについて掲載するこ
とで、国際平和や共生社会ヘ

を深め、多様な生活文化を尊重しよ
うとする態度を養うことができるよ
う工夫されている。

の の

グラフと関連付けて考えをまとめ、
意見交換をする言語活動の場面を
定することで、学びを深めること
できるよう工夫されている。

「地域調査の手法」では、
を基にテーマの設定、調査の進め
方、発表方法をグループ活動として

設定することで、生徒自身が定め
学習課題をもとに、学びを深めるこ
とができるよう工夫されている。

」では

「地理的な見方・考え方」を説
し、各見開きページの学習課題とと
もとこ「見方・考え方コーナー」
けることで、地理的な見方・考え方
を働かせることができるよう工夫さ

れている。

「南アメリカ州」の学習では、
するテーマに「開発と環境保全」
提示するとともに、乗境問題
する際に、コラムを設けることで、
様々な側面から考察することができ
るよう工夫されている。

の 」` で工つ

れす諸
てる地我
い態域が
る度の国
力さを多の

養様国

うな土

こ生に

と活対
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社会

「地域からのアプローチ」で、多く
の都市を取り上げることで、地域の
歴史と文化財保護の視点から考える
ことができるよう正夫されている。

「○世紀の世界」で、日本と世界の
歴史をつなぎ、グローバルな視点で
歴史を学ぶことができるようにする
ことで、世界各国の伝統や文化を尊
重する態度を養うことができるよう
工夫されている。

ま:&ξユg:ぢ§自己ぞ:三を81
を深めることができるよう工夫され
ている。

「歴史へのアプローチ」では、一つ
のテーマについて様々な視点から歴
史的背景や影響を詳しく紹介するこ
とで、学習を深めることができるよ
う工夫されている。

山 川
・ 写真・ グラフ・史料等のそれぞれに

問いを提示することで、読み取りの

際に着日したい視点や迫究したい内

容を把握して、歴史的な見方・考え

方を働かせることができるよう工夫
されている。

「地域からのアプローチ」におい
て、それぞれの都市の特徴を、地
名・食・史跡・都市のつくり等の

様々な視点から読み解くことで、歴
史的な見方・考え方を働かせること
ができるよう工夫されている。

な立場の人物を多く取り上げること
で、先人の思いや功績につい
ことができるよう工夫されている。

「未来に向けて」のコーナーで、
「エル トゥエルル号のきずな」
「日本と中国をつないだ人々」を
り上げることで、二いの文化を
し、国際協調の精神を養うこと
きるよう工夫されている。

々

1歴史にアラス」では、歴叉的事象
の詳しい説明があり、学習をより深
められるよう配慮するとともに、二

次元コードを記すことで、生徒の課
題に応じた情報収集に対応できるよ
う工夫されている。

「コラム～対話的な学びのために

～」では、環境、交流、人権t平和
の視点から歴史的なエピンードを紹
介することで、学習を深めることが
できるよう工夫されている。

帝  国
・

C:長揖1竪邑きこ孝1各詈侯ぞ酪|
なげることで、歴史的な見方・考え
方を働かせることができるよう工夫
されている。

・絵画資料、図版、グラフ等に「資料
活用」マエクを付すことで、資料を
活用するための視点を示し、歴史的
な見方・考え方を働かせることがで
きるよう工夫されている。

I歴史を探ろう」では、後藤新平と

杉原千畝の功績を取 り上げること
で、先人の行動から国際協調の精神
を養 うことができるよう工夫されて
いる。

「歴史を探ろう」の「隣国と向き合
うために」というテーマでは、領土
をめぐる課題を取り上げることで、
国際協調の精紳を養うことができる
よう工夫されている。

・ 単元ごとに設定されている I歴史を

探ろう」では、各エピツー ドを詳し

く紹介することで、学習を深めるこ

とができるよう工夫されている。

「まなびリンク」では、二次元コー

ドを示すことで、生徒の課題に応じ
て、既習事項に関連する様々な情報
を収集することができるように工夫
されている。       i

教  出
1歴史にアプローチ」で、小学校か
らの接続をふまえて見方・考え方を
示すことで、各章の学習で、それを
働かせながら学習を深めることがで
きるよう工夫されている。

。「歴史の技」や「読み解こう」、資
料解説に付随した「Q」 、各時間の

最後に設けた「表現」のコーナー、
各章末の「学習のまとめと表現」の

中で問いを設けることで、歴史的な
見方・考え方を働かせることができ
るよう工夫されている。

世絵などの資料を基に視点
ることで、当時の人々

について考えることができるよう
夫されている。

「もつと歴史」で、オリンピック、
パラリンピックの歴史について取り
上げることで、我が国と世界各国と
のつながりに気付かせ、国際協調の
精神を養うことができるよう工夫さ
れている。

基輩電暴伝墨隻訂むよ宅第聾竪手三十

事例を取り上げて示すことで、生徒
が設定した学習課題を追究する際の
参考となるよう工夫されている。

「歴史にアクセス」で、人権平和、
伝統文化等の視点から学習内容を説
明したり、「Dマークコンテンツ」
で、発展的な学習を促したりするこ
とで、学びを深めることができるよ
う工夫されている。

東 書
「集める」 「読み取る」 |ま とめ

る」を示すマークとその活動事例や

学習の進め方を提示することで、歴

史的な見方・考え方を働かせること
ができるよう工夫されている。

「見方・考え方」のコーナーを設
け、「時期や年代」「推移」「比
較」「相互ゐ関連」「現代とのつな

がり」などの視点を示すこ|で、歴
史的な見方・考え方を働かせること
ができるよう工夫されている。
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社会

・

藉弊ξ冤;F境え督ぁ言紫累丁擢亀|
いて記述したりすることで、我が国
の歴史に対する愛情を育むことがで
きるよう工夫されている。

第二次世界大戦の時代に多くのペー
ジを使って戦争の実情を紹介するこ
とで、平和について考えを深めるこ
とができるよう工夫されている。

1年表」では、世界史と日本史の対
照表とすることで、学習課題を追究
する過程で参考とすることができる
よう工夫されている。

「フォーカス」では、歴史的な出来
事やエピツードについて詳細な説明
をすることで、生徒の課題を追究す
る学習を深めることができるよう工

夫されている。

・ I第①章をふりかえる」では、単元
で学習した歴史的なできごとの特徴
や変化、他地域とのかかわりをまと
める問いを設定することで、歴史的
な見方・考え方を働かせることがで
きるよう工夫されている。

・見開き左上の絵図や写真を基に学習
課題を設定し、課題解決の視点を示
すことで、歴史的な見方 。考え方を
働かせることができるよう工夫され
ている。

学び舎

「日本人の誕生物語」で、日本人の
ルーツを様々な視点から取り上げた
り、「日本の美の形」で、各時代の

代表的文化を写真で紹介したりする
ことで、我が国の歴史に対する愛情
を育むことをできるよう工夫されて
ヤヽる。

「このころ世界は」や 「歴史ズーム

イン」では、世界という枠組みの中
で我が国の歴史を捉えさせること
で、国際協調の精神を養 うことがで

きるよう工夫されている。

1歴史ズームイン」 Iなでしこ日本
史」では、歴史的事象や人物像を詳
しく紹介することで、設定した学習
課題に応じて学びを深める上で参考
となるよう工夫されている。

「歴史のターニングポイン ト」で

は、歴史の分岐点に焦点を当てるこ

とで、課題を追究する学習を充実さ
せることができるよう工夫されてい

る。

育鵬社
・ 各章末の 1学習のまとめ」で、各時

代の特徴を大観する問いを設け、文

化や人々の暮らし等と関連付けて考
えさせることで、歴史的な見方・考
え方を働かせることができるよう工

夫されている。

・章末の「歴史のターニングポイン
ト」で、迫究したい問いや視点を例
示することで、歴史的な見方・考え
方を働かせることができるよう工夫
されている。

・ コラム I人物クローズアップ」で
は、日本の政治・経済・文化等の発展
に貢献した人物を詳しく紹介するこ
とで、我が国の歴史に紺する愛情を
育むことができるよう工夫されてい
る。

・ コラム 「外の目から見た日本」で
は、外国人から見た当時の日本人の
様子や外国での日本に対する評価を
紹介することで、我が国の歴史に対
する愛情を育むことができるよう工
夫されている。

・各章末の「『ひとこと』作文」で
は、その時代の特徴を顕著に示す語
句を考え説明する学習を設定するこ
とでヽ時代を大観し、学びを深める
ことができるよう工夫されているも

・ コラム |も つと知りたい」では、既
習の歴史的事象や人物について詳し
く紹介することで、生徒の課題に応
じて学びを深めることができるよう
工夫されている。

自由社
・

τ毒?送電翁曇豪紀奪手Y羞畠牽懲|
想を提示することで、着目すべき視
点を把握 し、歴史的な見方・考え方
を働かせることができるよう工夫さ
れている。

・章末の「時代の特徴を考えるペー
ジ」で、時代や人物を比較する方法
や視点を示すことで、歴史的な見
方・考え方を働かせることができる
よう工夫されている。

界地図の中で、その時代の日本と

界との関係を視覚的に捉えさせるこ
とで、我が国の歴史に対する愛情を
育むことができるよう工夫されてい
る。

「歴史を掘り下げる」の特設ペー
で領土問題を取 り上げ、
決に向けた交渉の経緯や背景
することで、国際協調の精神を養 う
ことができるよう工夫されている。

るで 」では、

ぶ翠誓客化τttτ l与基比逐霜写雫|
げる」で社会的事象や人物について
詳しく紹介したりすることで、生徒
の課題に応じて学びを深めることが
できるよう工夫されている。

「チャレンジ歴史」では「考古学に
挑戦」など興味・関心を喚起する資
料を提示することで、学びを深める
ことができるよう工夫されている。

・ 1歴叉的な兄万 。考え万 とは ?」
で、時系列、推移、比較、つながり
の四つの視点による学習の進め方を

提示することで、歴史的な見方・考
え方を働かせることができるよう工

夫されている。

・見開きごとに、「見方・考え方」
マークで学習課題を解決する手がか
りを示すことで、歴史的な見方・考
え方を働かせることができるよう工
夫されている。

日 文
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Ⅲ 社会

山 )||

れたSDGsを紹介し、持続可能な
について考えさせることでご各国
主権を尊重し、各国民と協力し合う
ことについて自覚を深めること
きるよう工夫されている。

「未来に向けて」、「よりよい社会
を目指して」では、よりよヤ

成のための実践例を紹介すること
で、現代社会の課題を主体的に考え
ようという態度を育むことができる
よう工夫されている。

は、

「軍の学習を振り返ろう」では、知
識を問う課題、思考力・判断力・表
現力を問う課題が設定することで、
様々な角度から自分の考えを深める
ことができるよう工夫されている。

「先輩たちの選択」のコラムでは、
社会科の学習が実社会につながるこ
とを実感できるようにすることで、
学習を深めることができるよう工夫
されている。

帝  国
・

纂 争i総 ≦ 吟 濯 深

換」などについての課題を設定し、

話合い活動や討論を行わせ ること
で、見方・考え方を働かせることが

できるよう工夫されている。

「章の学習を振り返ろう」のページ
に「見方・考え方を働かせて考えよ
う」という項目を設定し、具体的な
見方・考え方を示すことで、章の問
いへの答えを考えることができるよ

う工夫されている。

l平和主義のこれまでとこれから」
では、平和へ向けた活動をどのよう
に進めればよいのかを、長崎の子ど

もたちの取組を示すことで考えるこ

とができるよう工夫されている。

・各時間の学習内容に関連するSDGsの
目標を示すことで、現代社会的の諸
課題に気付かせ、多面的・多角的視
点から解決に向けて考えることがで
きるよう工夫されている。

送警弓極装季毛七奄融「 晃逢ぉ婁差|

に取り組んだりすることで、学びを
深めることができるよう工夫されて
ヤヽる。

「私の提案 [自 分を変える、社会を
変える」をつくろう」では、自分自
身の問題として捉えられるような課
題設定を示すことで、学習の参考と
することができるよう工夫されてい
る。

教  出
I対立と合意」 I効率と公正」を身
近な地域の社会問題から捉えさせる
とともに、それぞれの単元の冒頭に

働かせたい見方や考え方を示すこと
で、現代社会の見方・考え方を養 う
ことができるよう工夫されている。

・ 「学習の見通し」では、見方・考え
方を示すことで、問いに対して見
方・考え方を働かせて、学習を深め
ることができるよう工夫されてい
る。

・ 我が国の伝統や文化に関する教材を
6ページにわたって取り上げること
で、我が国の伝統や文化に対する理
解と愛情を深め、さらにはその継承
者としての自覚を養うことができる
よう工夫されている。

。国宝、重要文化財、世界遺産、世界
十の記録(無形文化遺産に登録されて
いるものにマークを示すことで、我
が国の伝統や文化に対する理解と愛
情を深めることができるよう工夫さ
れている。

・
遂:趣瀞騨辞覇
を深めることができるよう工夫され
ている。

・インタエネットを使つて学習をする
コンテンツを設けることで、生徒の
課題に応じた情報収集に対応するこ
とができるよう工夫されている。

東 書

・ I対立と合意」 I効率と公正」につ
いて、体育館利用とぃつた身近な例
を取り上げることで、具体的に考
え、現代社会を捉える見方・考え方
を養うことができるよう工夫されて
ヤヽ る。

・各単元の学習の冒頭に「見方・考え
方」を明示するとともに、学習の過
程を踏まえて「見方・考え方」の
コーナーを設けることで、学習を深
めることができるよう工夫されてい
る。
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社会
Ⅲ

の立場に立って政策を主張するロ

ルプレイングを取り入れることで、
それぞれの役割と責任を学び、
の発展に寄与する態度を育成するこ

とができるよう工夫されている。

・国際協力機構や青年海外協力隊の

動を写真で紹介し、日本人の活躍
見ることで、国際社会の中で信頼
尊敬を得る日本人の育成へとつな
ることができるよう工夫 されてい

る。

口」

を
と

題を提示することで、

習内容をより身近なものとして捉
ることができる詳しい資料と学習

けて構想し、学習を深ゆるこ
きるよう工夫されている。

。「社会科のまとめ」、「テーマを
めてレポートを作成しよう」は、

習事項を基に自ら課題を設定する
とで、追究したり解決したりする

動を展開することができるよう工夫
されている。

」では、

を取り上げ、考察させることで、
「対立と合意」「効率と公正」と
いつた現代社会を提える見方・考

方を養 うことができるよう工夫さ

ている。

。「持続可能な開発目標」や

能な社会の実現をめざして

多くの写真資料や解説を通

社会の諸課題を提えること

解決に向け考察、構想する
きるよう工夫されている。

ヤヽ

Jでは、
して現
で 、

こと

国際情勢や世界の中での日本を考え
させるテーマを多く設定すること
で、広い視野をもつて国際協調の

神を養うことができるよう工夫さ
ている。

`巻頭
には日本の先端技術、巻末には
日本の伝統工芸品を見開きで
し、本文の中にも日本や日

躍を多く記載することで、自国を
する気持ちや態度を育むことがで

るよう工夫されている。

き

で 1ま、つ ヤヽ」

作成方法、ディベ=卜
で

の議論の仕方を紹介することで、
徒が自ら課題を追究して学習をする

際の参考にすることができるよう
夫されている。

・各章のまとめの中に「学習の発展」
のコーナーを設け、複数の課題の中
から自分の興味・関心に応じ
し、まとめることで、学習を深める
ことができるよう工夫されている。

卜や論文の
の は レ

自由社

いて、学校生活の身近な例を取 り上

げることで、具体的に考え、
会の見方・考え方を働かせて考える
ことができるよう工夫されている。

,「アクティプに深めよう」では、
代社会が抱えている課題を取り

げ、解決策を導き出す話合い活動
取 り入れることで、現代社会の

方・考え方を働かせることができる
よう工夫されている3

を

世界の多様な文化について写真や資
料から学ぶことで、多文化共生社会
の重要性を認識し、国際社会の平和
と発展に寄与する態度を育成するこ

とができるよう工夫されている。

・巻頭のページには、「国際社会共通
の目標、SDGs」 として、持続可能な
開発 目標を示すことで、よりよヤ

会の形成について国際的視点から、
積極的に関わろうとする自覚へと

ながるよう工夫されている。

の 」では、 日

け、習得した知識を基にヽ
話し合つたりする課題に取り組むこ

とで、主体的に学び、学習を深める
ことができるよう工夫されている。

・各編のまとめとして「学習の整理と
活用」を設け、学習内容と語句の整
理を基に、説明する課題に取り組む
ことで、学習を深めることができる
よう工夫されている。

とこ

えたり

題材を取り上げ、具体的に考察さ

ることで、「対立と合意」「効率と

公正」といった現代社会を提える見
方・考え方を養うことができるよう
工夫されている。

・各学習ページに「学習課題」とと
1こ 「見方 i考え方」を明示するこ
で、学習課題の解決に向けた手が

りとして活用することができるよう
工夫されている。

― ルコ ン

も
と

日 文

国
民
主
権
を
担
う
公
民
と
し
て
、

自

愛

し
、

そ

の
平
和
と
繁
栄
を
図
る

こ

各
国
の
主
権
を
尊
重
し
、

各
国
民
と

し
合
う
こ
と
に

つ
い
て
自
覚
を
深
め
る
こ

が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
。

既
習
事
項
を
基
に
、

生
徒
自
身
が
設
定

た
学
習
課
題
に
よ
っ
て
学
び
を
深
め
る
こ

が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
。

現
代
社
会

の
見
方

・
考

え
方
を

せ
る
こ
と
が

で
き

る
よ
う

工
夫
さ

い
る
か
。

(6)

てかア

発行者
観点

２

学
習
指
導
要
領
の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、

確
か
な
学
力
の
育
成
を
図
る
上
で
の
特
長
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社会
Ⅲ

界」では、世界史が地図とイラス

トでまとめられ、大観できるよう

にしている。

る写真が記載 され、 「世紀の
めに、の の

し、情報を充実させている。 「

史へのアプローチ」や 「章のまと

め」の文字を大きく記載すること

で、読みやす くなるよう配慮 さ

ている。        ′

1 の 文

習内容と身近な場面とを関連付
るイラス トを掲載することで、学

習効果を高めることができるよう

配慮されている。

では、の 」 のペ ー

使われ、 「タイム トラベル」

は、大きなイラストと資料を読
取る視点が問題形式で示されてヤ｀

、イラス

る。

のイラス ト地図を掲載 した り、
「世界の諸地域」では各都市の雨
温図に世界の気候区分の名称を
したりするなど、学習内容に関

する情報を豊富に掲載すること

で、興味・関心を高めることがで

きるよう配慮されてヤ`る。

の 」 の

とともに、 分かりにくヤ`用語につ
いては詳しい解説を掲載すること

で、本文が読みやすくなるよう

慮されている。

るイこ

配慮 した表現 となつている

た、多くの漢宇にふ りがなを

ることで、誤読を防ぐよう配

れていると

● ′

ま
け
さ

。
付
慮

元 の

本文を補足する図の解説もなされ
ている。また、重要な用語の解
を同じページ内に記すことで、

習内容を理解することができるよ

う配慮されている。

つ

説

帝 国

小学校や高校での学習事項との

ながりを提えることができるよ
にすることで、生徒の興味・関
を喚起するよう配慮されている。

ョラムでは、の と｀

つ

ンつ

用いられ、資料を読み取る視点が

質問形式で示されている。また、
小学校で学んだ人物が分かるよう
に表記されている。

の

込み資料や 「世界の諸地域」 と
「日本の諸地域」の冒頭で見開き
2ページにわたる写真を掲載する
ことで、学習意欲を高めることが
できるよう配慮されている。

る日

お りヽ読みやす くするとともに、

記述の表現は身近な生活体験を
示することで分かりやすくなるよ
う配慮されている。

してに は

るとともに、太字の部分は宇体を

変え、印象に残るよう配慮 されて

いる。

かで

教  出

「地理の窓」で補足説明をした

り、重要な用語を巻末の用
のページで説明 した りす ること

で、生徒が学習内容を理解するこ

とができるよう配慮されている。

てセ｀ にの

番号」を本文にも付すことで、
率的に学習ができるよう配慮さ

学習を進めることができるよう

慮されている。

ており、漫画やイラス トなどを豊

富に掲載し、興味・関心をもつて

のし

の関連を示したり、指定文化財と

分かるようなマークを付けた り

ることで、学習効果を高めること
ができるよう配慮されている。

の

の課題に関連する大きな写真を示
した り、脚注に他教科 との関連を

示すマークを記載 した りすること

で、学習効果を高めることができ

るよう配慮されている。

で」 の

な表現で分かりやすく記述すると

もに、固有名詞などに適宜ふりが

なを使用 し、誤読を防ぐよう
されている。

い

`ま

く、読みやすい内容 となつてい

る。 「歴史にアクセス」や 「人
物」の説明も随所に記載があり、

確認 しやすくなるよう配慮されて
いる。

の ン ス

東 書

容を理解することができるよう配
慮されている。

にお
学習
ヤ

内

ジ

が徒生

ペの説

でと

語解
る

用の

す

末

明

巻

説

を

て

公

民

歴

史

地

理

公

民

歴

史

地

理

す
坤
静
連図乾
習ど黎
覧
銹
壁
弱
蝉
氏
に

(2)

習写
内真

か
り
や
す
く
、

質

・
量
と
も
に
適
切
な
記
述
と

ん

(1)

な文
つ章
ては
い  

｀

る分

発行者
観点

３

学
習
効
果
や
使

い
や
す
さ
、

見
や
す
さ

（
ュ
ニ
バ
ー

サ

ル
デ
ザ
イ

ン
）

等

の
観
点

か
ら

の
表
記

・
表
現
や
体
裁

の
特
長
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Ⅲ 社会

年表は、写真や図表を取り入れ
詳しい内容となっており、効果
に活用することができるよう配
されている。    !

きく取り上げられている。巻末の
の

い。また、欄外の用語の解説は、
フォン トや色が変えてあり、印象
に残 るよ う配慮 されている。ま
た、 1ページ当た りの文字数を
慮し、読みやすくなるよう配慮さ
れている。

の・′Jヽ

学び舎

る多くの写真資料を掲載 して河ヽ学
校での既習事項とのかかわりを

すことで、学習意欲を高めること
ができるよう配慮されている。

のの

象徴する船の写真や絵を取り上
ている。写真や資料には、読み
るポイン トを示すことで(学習
果を高めることができるよう
されている。

歩み」 として、それぞれの時代を

の日の

詞などには適宜ぶりがなが使用さ

れるとともに、難解な法律用語に
は補足をつけることで、理解し
すくなるよう配慮されてぃる。

い で、固

また、欄外の用語の解説を詳 しく

充実させることで、文章を分かり
やすくするよう配慮されている。

い cの

の関連を図ることができるよ
に、タイ トルや解説を記入する
とで、学習効果を高めることが
きるよう配慮されてヤヽる。

う

テ
」

に 1ま

ることで、学習効果を
ができるよう配慮されて
すヽ
と

り

り

こ

。

た

た

る

る

し

し

め

い

資料の番号を本文に
ての 一

重要語旬については太字で記載さ
れており、意味の補足が必要な
句については、欄外に注釈 として

詳 しく説明することで、理解 し
すくなるよう配慮されている。

て い

詳 しい解説を記載 した り
で、文章を分か りやす く

配慮されている。

る

る

す
す

ヽ
力
≡

９

り

こ

よ

にふ り

自由社

したり、金剛力士像
学生の身長と比較し
で、学習意欲を高め
るよう配慮されてい

の
に
中

と

き

う
を

こ
で

よ
さ

る
が

る
き
す
と

き
大

り

こ

。

で
の
た
る
る

で

しに、写真や図表を読み取る視点
や考えを深める問いを示す こと
で、学習効果を高めることができ
るよう配慮されてぃる。

きャラクターのの

域」の冒頭に、見開き 2ぺ●ジに
わたつて写真とその説明文を掲
したり、日本の各地方の最初の部
分で地形と人口密度の図を並べて
配置したりすることで、学習効
を高めることができるよう配慮さ
れている。

の日の

とともに、重要語句は太宇を使用
し、ふりがなを付けることで、知
識の習得に結び付くよう配慮さ
ている。

みで る

野 との関連を詳 しく記 した り、
要な用語について巻末の解説ペー
ジで説明したりすることで、生徒
が学習内容を理解することができ
るよう配慮されている。

で の′Jヽ

く配置されている。 「基本用語」
では、社会科の基礎・基本となる
用語について丁尊に説明されてセ

る。また、「地域に学ぶ」は、
料と文字のレイアウトが統一され
ており、読みやすくなるよう配慮
されている。

ン ス

日 文

公

民

歴

史

公

民

地

理

歴

史

地

理

拝
輝
解
連図乾
習ど黎
覧
銹
壁
堺
耳
靴
に

(2)

習写

(1)

な文
つ章
ては
い  
｀

る分
かか°
り
や
す
く

質

量
と

も
1こ

適
切
な

記
述

発行者
観点

３

学
習
効
果
や
使

い
や
す
さ
、

見
や
す
さ

（
ユ
ニ
バ
ー

サ

ル
デ
ザ
イ
ン
）

等

の
観
点
か
ら

の
表
記

・
表
現
や
体
裁

の
特
長
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Ⅲ 社会

・資料を多く用いた り、口語訳で表
した り、一部要約 して示 した りす
ることで、生徒が読みやすくなる

よう配慮されている。

山 'II

・本文を囲んで写真や図表を配置す
るとともに、タイ トルや学習課題

のマークや色彩を統一すること
で、生徒にとつて見やすくなるよ

う配慮されている。

・見開きごとに 「年表インデ ック
ス」を設けたり、
下したりすること
る時代を提えやす
されている。

に
習

よ

と
学

る

ご

ヽ
す

章

で
く

色を統
してい

う配慮

帝  国
・文字を濃く示したり、資料の周囲
をグレいで囲み、同一の資料の範
囲を分かりやすくしたりすること
で、生徒が学習内容に集中できる
よう配慮されている。

章ごとに資料の背景色を統一した
り、本文の文字や資料を見やすい
大きさにしたりすることでヽ読み
やすくなるよう配慮されている。

・ 図やグラフなどの資料は、レイア

ウトや書体などの表現を工夫 し、
読みやす くすることで、生徒がよ

り学びやす くなるように配慮 され
ている。

・ 8ページにわた る折 り込み資料 を
掲載 したり、キャラクターの吹吉
出しに記された文章を工夫して表
したりすることで、教科書の内容
が読み取りやすくなるよう配慮さ
れている。

教 出

・文字や図表、写真などの資料を読
み取 りやすいよう大きさを工夫し
てレイアウトしたり、見分けやす
い色や、色以外の情報を用いたり
することで、生徒が分かりやすく
なるよう配慮されている。

章ごとに資料の背景色を統一した
り、文字や資料を大きく鮮明にし
たりすることでく読みやすくなる
よう配慮されている。

東 書

・ふりがなの文子濃度を本文よりも

淡くしたり、不要な陰影や立体感
のあるデザインを用いないこと
で、生徒が学習内容に集中できる

よう配慮されている。

公

民

歴

史

地

理

鋤
ルゥ
膨助
卜鞠
純
誘
い
徽
弊
肋
鞣
麟
ぼ
い配挿鰺
詢
濡

く

て
い
る
か
。

発行者
観 J煮

3

特サ学
長ル習
デ効
ザ果
イや
ン使
のい

視や
点す
さ
、

見
や
す
さ
等
、

か
ら

の
表
記

・
表
現
やユ

体ニ

裁パ

の 1
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社会
Ⅲ

・淡い色合いを基調とした配色で、
カラーユニバーサルデザインに配

慮しており、読みやすくなるよう
配慮されている。

学び舎

章ごとに資料の背景色を統一した
り、文字や写真、図表が大

明なものを掲載 した りす
で、美しく、見やすくなる

慮されている。

鮮

と

配

ぅく

＞
」
ぅ

き

る

ょ

用や表示をしたり、見開
通し番号を付けたりする

確認 しやすくなるよう配
いる。

・ユニバーサルデザインの視点か
ら、図版には判別しやすい色の使

に
　
ヽ
て

と

で
れ

ご

と
さ

き

こ
慮

育鵬社

・写真や図表は比較的サイズが大き
く、上部にレイアウトされている
ことで、生徒が本文の内容を理解
しやす くなるよう配慮 されてい

る。

。1か ら94の通し番号で学習内容を
構成し、見開きの左下に「歴史■
ノサシ」を掲載することで、時代
の位置付けを捉えやすくなるよう
配慮されている。

自由社

・編ごとに基本色に違いをもたせる
ことで、単元ごとのまとま りを把

握 しやす くするとともに、本文を

囲む写真や図表などΦ資料のレイ
アウ トを統一 し、本文が読みやす
くなるよう配慮されている。

t見開きごとに 「小年表」 と
代・世紀のスケール」が記す
で、学習している時代や学習
の時間的流れを捉えやすくな

う配慮されている。

時
と
容
よ

―

こ

内

る

日 文
・ 図版 タイ トルの先頭 に矢印
け、どの図版 を指 しているか

にした り、各ページ右側の章
に色分けしたインデ ックスを
たりすることでt学習内容と教科
書の記載部分の関連が明確になる
よう配慮されている。

付
確
と
け

を
明
ご
設

歴

史

公

民

地

理
ン
締
助
卜鞠
札
勒
い
後
弊
肋
顎
麟
ぼ
に
配挿離
勲
腑

い
る
か
。

(3)
て用 レ

発行者

観点

３
洋
窮翔
婢
代
油
い僚
紺
力ヽさダ
幌
穀
講
・さ器ガ
やュ体二赫
の‐

特
長
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